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雨
畑
ダ
ム
の
堆
砂
と
水
利
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

国
土
交
通
省
が
河
川
法
第
二
十
六
条
に
基
づ
い
て
建
設
を
許
可
し
た
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
（
以
後
、
日
軽
金
）
の
雨
畑
ダ

ム
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
）
は
、
上
流
か
ら
押
し
流
さ
れ
た
土
砂
で
埋
ま
り
、
周
辺
の
集
落
に
深
刻
な
土
砂
被
害
お
よ
び

浸
水
被
害
等
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。 

 

次
の
被
害
は
い
つ
起
き
る
と
も
分
か
ら
ず
、
一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

雨
畑
ダ
ム
が
生
じ
さ
せ
た
浸
水
被
害
等
に
つ
い
て 

 
 

日
軽
金
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
の
台
風
十
号
お
よ
び
十
月
の
台
風
十
九
号
に
よ
る
豪
雨
で
、
「
雨
畑
ダ
ム
上
流
の
雨
畑
川

の
水
位
が
上
昇
し
、
周
辺
地
域
に
て
浸
水
被
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
謝
罪
し
た
。 

 
 

同
年
九
月
か
ら
は
、
国
土
交
通
省
、
山
梨
県
、
早
川
町
と
協
議
す
る
「
雨
畑
地
区
土
砂
対
策
検
討
会
」
（
以
下
、
検
討

会
）
を
設
置
し
、
第
二
回
検
討
会
で
は
、
「
周
辺
地
域
で
あ
る
本
村
地
区
の
畑
等
一
部
用
地
の
浸
水
、
道
路
崩
壊
に
よ
る
上

流
地
区
で
の
孤
立
世
帯
発
生
、
電
柱
崩
壊
に
よ
り
上
流
地
区
停
電
発
生
お
よ
び
固
定
電
話
等
通
信
設
備
不
通
発
生
」
な
ど
の

被
害
が
起
き
た
と
明
ら
か
に
し
た
。 

 
 

ま
た
、
「
応
急
対
策
の
実
施
に
加
え
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
、
山
梨
県
と
検
討
会
を
設



 

２ 

 

置
し
、
恒
久
的
な
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

１ 
今
年
も
、
も
う
す
ぐ
出
水
の
時
期
を
迎
え
る
が
、
応
急
対
策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。
応
急
対
策
で
安
全
が
確
保
で
き

な
い
場
合
の
住
民
の
緊
急
避
難
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
問
う
。 

 

２ 

河
川
法
第
七
十
五
条
第
二
項
第
三
号
は
、
「
洪
水
、
津
波
、
高
潮
そ
の
他
の
天
然
現
象
に
よ
り
河
川
の
状
況
が
変
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
許
可
、
登
録
又
は
承
認
に
係
る
工
事
そ
の
他
の
行
為
が
河
川
管
理
上
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
と
な

つ
た
と
き
」
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
八
月
の
台
風
十
号
お
よ
び
十
月
の
台
風
十
九
号
に
よ
る
豪
雨
で
雨
畑

ダ
ム
周
辺
地
域
に
生
じ
た
被
害
は
、
天
然
現
象
に
よ
り
河
川
の
状
況
が
変
化
し
て
起
き
た
河
川
管
理
上
著
し
い
支
障
で
あ

る
と
、
国
は
認
識
し
て
い
る
か
。 

二 

雨
畑
ダ
ム
の
堆
砂
に
つ
い
て 

 
 

国
土
交
通
省
は
、
毎
年
度
、
全
国
の
同
省
所
管
の
ダ
ム
堆
砂
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
雨
畑
ダ
ム
の
堆
砂
量
（
令
和
元
年
度
末
時
点
）
は
、
総
貯
水
量
約
千
三
百
六
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
約
千
二

百
五
十
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
常
時
満
水
位
以
下
に
溜
ま
っ
た
堆
砂
量
に
過
ぎ
ず
、
常
時
満

水
位
よ
り
上
に
積
も
っ
た
土
砂
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
と
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

 
１ 

カ
ウ
ン
ト
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
雨
畑
ダ
ム
で
、
常
時
満
水
位
よ
り
も
上
に
積
も
っ
た
土
砂
も
含
め
た
最
新
の
堆
砂
量

は
何
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
検
討
会
で
協
議
さ
れ
る
対
策
に
は
、
常
時
満
水
位
よ
り
上
の
堆
砂
量
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、

い
な
い
の
か
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

２ 

全
国
の
ダ
ム
堆
砂
状
況
を
調
査
す
る
の
は
何
の
た
め
か
。
雨
畑
ダ
ム
以
外
に
も
、
常
時
満
水
位
よ
り
上
に
積
も
っ
た
土

砂
を
堆
砂
量
に
含
め
て
い
な
い
ダ
ム
が
あ
る
の
か
。 

 

３ 

二
〇
一
九
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
検
討
会
で
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
配
付
し
た
「
雨
畑
ダ
ム
堆
砂

対
策 

対
応
例
」
に
よ
れ
ば
、
二
年
以
内
に
常
時
満
水
位
以
上
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂
約
三
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
撤
去

し
、
「
排
出
困
難
な
も
の
は
ダ
ム
湖
に
中
州
と
し
て
仮
置
き
」
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
川
区
域
か
ら
排
出

し
な
け
れ
ば
、
計
算
上
の
堆
砂
量
が
減
る
だ
け
で
、
ダ
ム
湖
の
中
洲
に
積
み
上
が
る
土
砂
は
増
え
て
、
応
急
対
策
に
す
ら

な
ら
な
い
。
こ
の
対
応
例
は
実
際
に
採
用
さ
れ
た
の
か
。
国
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

河
川
管
理
者
は
、
工
作
物
が
河
川
管
理
上
著
し
い
支
障
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、
河
川
法
第
七
十
五
条

に
基
づ
い
て
、
工
作
物
の
除
去
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
応
急
対
策
を
進
め
つ
つ
、
雨
畑
ダ
ム
の
撤
去
を
、
恒
久
的
な

対
策
と
す
る
選
択
肢
か
ら
外
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 



 

４ 

 

三 

日
軽
金
が
二
〇
二
〇
年
四
月
に
策
定
し
た
「
雨
畑
ダ
ム
堆
砂
対
策
基
本
計
画
」
に
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
甲

府
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
の
指
摘
事
項
と
し
て
、
「
変
形
等
の
異
常
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
堆
砂
量
が
堆
砂
容
量
を
超
過

し
て
い
る
た
め
、
ダ
ム
堤
体
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た
の
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
堆
砂
に
よ

っ
て
ダ
ム
堤
体
が
崩
壊
す
る
危
険
性
を
国
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

四 

雨
畑
ダ
ム
の
水
利
権
に
つ
い
て 

 
 

日
軽
金
は
、
雨
畑
ダ
ム
の
貯
水
に
よ
り
角
瀬
発
電
所
で
発
電
を
行
う
た
め
に
、
河
川
法
第
二
十
三
条
に
基
づ
く
流
水
の
占

用
の
許
可
を
二
〇
三
五
年
ま
で
得
て
い
る
。 

 
 

同
許
可
を
得
る
に
は
、
「
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
河
川
法
等
に
お
け
る
処
分
の
審
査
基
準
の
策
定
等
に
つ
い
て
」

（
平
成
六
年
九
月
三
十
日
付
建
河
政
発
第
五
十
二
号
）
で
定
め
ら
れ
た
審
査
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
審
査
基
準

の
要
点
は
①
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
、
②
水
利
使
用
の
実
行
の
確
実
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
安
定
的

に
取
水
を
行
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
治
水
上
そ
の
他
の
公
益
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
の
四
項
目

で
あ
る
。 



 

５ 

 

 
１ 

角
瀬
発
電
所
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
の
台
風
十
号
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
発
電
を
行
っ
て
い
な
い
。
総
貯
水
量
を
優

に
超
え
る
堆
砂
に
よ
っ
て
②
も
③
も
満
た
せ
な
い
状
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
雨
畑
ダ
ム
は
、
す
で
に
治
水
上
そ
の

他
の
公
益
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
、
①
も
④
も
満
た
せ
な
い
状
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
は
、
今
な
お
、
雨
畑
ダ
ム
が

流
水
の
占
用
の
許
可
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

２ 

第
一
回
検
討
会
資
料
に
は
、
雨
畑
ダ
ム
の
建
設
前
の
調
査
で
百
年
間
で
総
貯
水
容
量
の
半
分
（
六
百
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
が
土
砂
で
埋
ま
る
と
予
測
し
て
い
た
も
の
が
、
ダ
ム
運
用
開
始
か
ら
、
わ
ず
か
十
年
で
五
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
堆

砂
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
雨
畑
川
流
域
を
見
て
も
地
質
を
見
て
も
、
堆
砂
は
今
後
も
止
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
流
水
の
占
用
の
許
可
基
準
を
満
た
せ
な
い
状
態
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
二
〇
三
五
年
ま
で
の
水
利
権
の
許
可
期
間
の

終
了
を
待
た
ず
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

五 

国
土
交
通
省
は
流
域
住
民
の
命
と
財
産
を
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
河
川
法
第
二
十
六
条
に
基
づ
い
て

河
川
管
理
者
と
し
て
建
設
を
許
可
し
た
工
作
物
で
あ
る
雨
畑
ダ
ム
の
許
可
を
取
り
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


